
 

 

 

インド、ロシア産石油輸入が 5月に過去最高更新 

インドのロシア産石油輸入量は５月に日量約１９５万バレルとなり、過去最高を更新した

ことが、貿易や業界関係者の船舶データで分かった。ロシアのウクライナ侵攻を巡り西側

諸国がロシアに制裁を科して以降、インドの精製業者はロシア産石油を積極的に輸入して

いる。 

５月はインドの原油輸入に占めるロシア産の比率が約４０％。一方イラクからの輸入は過

去３年間で最低、サウジアラビアからの輸入は２０２１年９月以降で最低に落ち込んだ。 

インドのイラク産石油輸入量は５月に前月比約１３．７％減の日量８０万１４００バレ

ル、サウジ産は１５％減の日量６１万６１００バレルだった。 

インドの全体の石油輸入量は５月に前月比で微増の日量４８０万バレルとなった。 

ロシアからインドに到着する石油の価格は中東産よりもはるかに安いため、インドのロシ

ア産石油輸入量は今後も高水準にとどまると予想されている。 
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ロールス・ロイス、ガスタービンで新型 燃費 15%改善

へ 

英ロールス・ロイスは 19 日、従来より燃費を 15%改善できる新型ガスタービンの試作品

の提供を 2024 年前半に始めると明らかにした。電動垂直離着陸機（eVTOL）で内燃機関

も使うハイブリッドタイプの機体に向けた試作品で、普及が今後見込まれる「空飛ぶクル

マ」の需要を狙う。 

同社で電動化戦略を担うエレクトリカル部門のプレジデントを務める、オラフ・オット氏

が日本経済新聞の取材に明かした。 

同社は航空機関連の展示会「パリ航空ショー」が開幕した 19 日、開発中の新型ガスター

ビンの詳細と試験を始めることを発表した。eVTOL ではモーターのほか、内燃機関も使う

ハイブリッドタイプも開発が進む。内燃機関の燃費を従来に比べて 15%改善できるよう

にするほか、再生航空燃料（SAF）にも対応する仕様を打ち出した。 

オット氏は「試験は数週間以内に実施する」と述べた。加えて、eVTOLや短距離移動を担

う地域航空などでの採用を目指す中、「24 年前半までに試作品の提供も始める」との考え

を明かした。 

2023 年 6 月 23 日  担当 虻川 



ロールス・ロイスも電動化の推進に力を入れる。一方で、長距離飛行に必要な電池容量が

膨大になるなど、航空機の電動化は自動車などに比べて難しいとされる。オット氏は「ハ

イブリッド機が重要になる」との認識を示し、モーターなどでも開発を加速していく考え

を述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本経済 

 

 



 

 

富士石油 中計営業益 100 憶に自信 脱炭素で SAF 挑戦

も 
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化学工業日報 

 

 



 

 

週間原油処理量 回復続く 

 

燃料油脂新聞社 
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三井物産、北海道で次世代地熱発電 環境負荷小さく 

三井物産は 22日、北海道ニセコ町などで環境負荷の小さい次世代地熱発電に着手すると

発表した。2025年まで実験し、30年ごろに商業運転することを目指す。従来方式と違っ

て蒸気などを取り出さないため、候補地が増える見通しだ。実現すれば、国内での地熱発

電容量を数百万キロワット増やす可能性があるという。 

100%子会社の三井石油開発が米石油大手シェブロンの子会社と連携する。25 年までの実

験で発電に必要な熱交換ができるかどうかを確認する。商業運転開始の際には発電容量 1

万キロワット以上の規模を目指す。 

パイプを通じて高温の地層に水を注入して地熱で温め、再びパイプでくみ上げて地上で熱

に交換する「アドバンスト・クローズド・ループ」という次世代技術を採用する。従来方

式と異なり地中から熱水や蒸気を取り出さないため、環境への影響が少なく地域住民など

の理解を得やすいという利点がある。熱水などが出ている地中の亀裂を見つける必要が無

く、候補地が多い。運転開始までの期間も数年単位で短縮できるという。 
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